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馬 　成　　芬
Acceptance studies on Chinese Calligraphy Rubbings  
of Dong Qichang in the Edo Period
MA Chengfen
Abstract
	 During	 the	 Edo	 era	 trade	 between	 China	 and	 Japan,	 a	 large	 number	 of	
calligraphic	materials	 such	 as	 rubbings	were	 imported	 from	Qing	China.	These	
rubbings	were	used	among	Japanese	 intellectuals	as	a	guide	for	their	own	study	
of	 Chinese	 calligraphic	 style.	 In	 the	 late	 Edo	 period,	 Confucianism	 had	 become	
the	main	 cultural	 influence	 among	 intellectuals,	 and	 as	 a	 result	 of	 this	 Chinese	
calligraphic	 culture	 also	 became	 highly	 regarded	 and	 was	 much	 imitated	 by	
Japanese	calligraphers.	Among	the	rubbings	entering	the	ports	at	Nagasaki	were	
those	 of	 the	 famous	 calligrapher	 Dong	 Qichang	 of	 the	 Ming	 Dynasty.	 Many	
Japanese	calligraphers	became	highly	 influenced	by	Dong’s	style.
	 This	paper	looks	at	the	rubbings	of	Dong	Qichang,	and	focusses	in	particular	
on	 those	 that	 entered	 Japan	 and	 exercised	 such	 an	 influence	 on	 Japanese	
calligraphers.
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はじめに
　江戸時代における長崎貿易を通じて、日本に輸入された中国貿易品の中には、大量の書道資
料、特に書道の習得手本として中国の集帖が大量に含まれていた1）。中国から大量に輸入された
これら集帖は江戸時代における日本の書道分野で最も代表的な流勢となった「唐様」書道いわ
ゆる中国風の書風を学ぶ指導書として利用された。さらに江戸時代後期になると、儒学思想が
文化の中心になるとともに、書道分野においても、中国の書道文化を尊び書風を模倣するよう
になった。このような傾向にともない、書道文化を学ぶ手本として、中国の集帖は当時の唯一
の港である長崎を門戸として中国から大量に日本に輸入された。
　その中に、明代の名高い文人で書家でもあった董其昌（1555－1636）に関する集帖も日本に輸
入されていたことが知られる。董其昌の書風による影響を受けた日本の書家も出現したのであ
る。
　そこで、本稿は、董其昌に関わる集帖を中心として、それらが日本に輸入された状況とそれ
らの日本書家による受容について考察したい。
一、董其昌とその書法について
　董其昌は、明代末期に活躍した文人で、字は玄宰、号は思白、思翁、香光と称し、華亭県、
現在の上海松江区に該当する地の人で、清・萬斯同撰『明史』には彼の伝が載せられている。
「董其昌、字元宰、華亭人、父漢儒有學行、其昌初就塾、比夜父從枕上授經、悉能誦記、舉萬曆
十七年進士、改庶吉士、授編修、皇長子出閣充講官2）」とある。
　董其昌は万暦17年（1589）即ち彼が34歳の時、進士となっている。董其昌の学書経歴及びそ
の学問について、清・張廷玉『明史』にも記録がある。
董其昌天才俊逸、少負重名、初、華亭自沈度沈粲以後、南安知府張弼、詹事陸深、布政莫
如忠及子是龍皆以善書稱、其昌後出、超越諸家、始以宋米芾為宗、後自成一家、名聞外國、
其畫集宋、元諸家之長、行以己意瀟灑生動、非人力所及也、四方金石之刻、得其制作手書、
以為二絕、造請無虚日、尺素短札流布人間、爭購寶之、精於品題、收藏家得片語隻字以為
重、性和易、通禪理、蕭閒吐納、終日無俗語、人儗之米芾、趙孟頫云、同時以善書名者、
臨邑邢侗、順天米萬鍾、晉江張瑞圖、時人謂邢、張、米董、又曰南董、北米、然三人者、
 1）	 馬成芬「江戸時代の日本に輸入された中国の集帖について」、『文化交渉』第 3号（関西大学大学院東ア
ジア文化研究科院生論集）、2014年 9月、201－216頁。
 2）	 清・萬斯同『明史』卷三百八十八文苑傳。
江戸時代における董其昌法帖の受容について（馬） 117
不逮其昌遠甚3）。
　董其昌の書法は、沈度、沈粲4）等の人より後出にもかかわらず、諸家を超えたとされる。董
其昌が、書法を習得し始めた最初は宋代の米芾を祖とし、後に自ら一家の書風を成した。董其
昌の書風は海外でも名高かった。董其昌には「金石の刻」すなわち墓誌や碑銘を刻したものを
蒐集し、「手書の作成」すなわち古代の書跡を臨摹し、集帖を作成したものが「二絶」と称され
た。このため彼の邸宅をたずねる人が絶えず、彼の書道作品ならば誰でも争って購求したいと
された。董其昌は古筆の鑑定にも優れ、収蔵家が彼に題跋を書いてもらうことは、これ以上の
無い光栄とした人々が多い。
　ところで趙孟頫（1254－1322）の評によれば、同時に書を善くしている者には、臨邑の邢侗、
順天の米萬鍾、晉江の張瑞圖がいた。それと並んで邢、張、米、董と称された。または南董北
米と呼ばれることもあった。しかし、今日から見れば、他の三人は董其昌には、はるかに及ば
ないことからも、董其昌の書の名の高さが伺えると言えるであろう。
　董其昌の書道習得の経緯について、彼の『画襌室随筆』に次のように述べる。
吾學書在十七歳時、先是吾家仲子伯長名傳緒、與余同試于郡、郡守江西洪溪以余書拙置第
二、自是始發憤臨池矣、初師顔平原多寳塔、又改學虞永興、以為唐書不如晉魏、遂倣黄庭
經、及鍾元常宣示表、力命表、還示帖、丙舎帖、凡三年、自謂逼古、不復以文徴仲、祝希
喆置之眼角、乃于書家之神理、實未有入處、徒守格轍耳、比游嘉興、得盡覩項子京家藏真
蹟、又見右軍官奴帖于金陵、方悟從前妄自標許、（中略）自此漸有小得5）。･･･
　董其昌は、十七歳の時、書道をはじめ、一族の者とともに江西の試験を受けた時、字が下手
であったために、第二位に落とされた。それ以後、臨書の精勤に努めた。書を始めた最初は、
唐の顔真卿の『多宝塔碑』から初め、続いて虞永興即ち虞世南を習った。唐代の書風は晋魏に
及ばないとして、王羲之の『黄庭経』及び鍾繇の『宣示表』、『力命表』を習得することに転じ
た。こうして三年たつと、自ら古筆の意をまったく習得できたと思い、文徴明や祝允明は眼中
に無いと思っていた。ところが、嘉興で項子京の家蔵した真蹟、王羲之の『官奴帖』の真蹟を
見て、今までの自分の自負が過信であることを悟った。
　このように、董其昌は芸術的な天分に恵まれたばかりではなく、書に触れた最初から名人の
書家に習い、多くの真蹟を学んだ経歴を経て、明代の書道分野を代表する最も著名な書家と称
されることになったと言える。
 3）	 清 ·張廷玉『明史』卷二百八十八、列傳第一百七十六、清乾隆武英殿刻本。
 4）	 沈度と弟沈粲とともに明代の有名な書家で、明代の書体「館閣体」の代表的な人物と称される。
 5）	 明 ·董其昌撰『画襌室随筆』巻一、清文淵閣四庫全書本。
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　董其昌のこのような優れた書道が後世にどのような影響を与えたかについて、中田勇次郎は
以下のように述べている。
（前略）両者（文徴明と董其昌）とも生前からすでに書名が天下を被い、何人もその尺牘の
断片でさえ所蔵することを誇りとしたという。そればかりでなく、その名声が海外にまで
知られたと特筆されているのはおもしろい。（中略）董其昌の書は清朝に入ると康熙帝が心
から推賞し、自らも之を習ったので、正統的な書として士大夫の間に広く行われた。彼の
書風が日本に伝わったときには、傾向の新しい清朝の書として受け取られたのではないか
と思う6）。
　中田勇次郎は、董其昌の書は清朝の正統的な書風になったばかりでなく、海外の日本書道分
野にも彼の書風が影響を与えたと指摘している。それでは、董其昌にかかわる集帖、法帖は具
体的にどれほど日本に輸入されたかを次節で述べたい。
二、董其昌と『戲鴻堂法帖』について
　『明史』芸文志に董其昌の著書として、『戲鴻堂法帖』十六巻、『畫禪室隨筆』二巻、『容臺集』
十四巻、『別集』六巻、『萬暦事實纂要』三百巻、『留中奏議筆斷』四十巻、『南京翰林院志』十
二巻が見える7）。そのうち、『戲鴻堂法帖』は集帖であるが、『畫禪室隨筆』や『容臺集』、『別論』
などは画論や詩作集である。
　董其昌が作成した『戲鴻堂法帖』は、董其昌が萬暦31年（1603）において、晋から元代に至
る有名な名跡を鑑定し集刻した十六巻の集帖である。古跡だけではなく、董其昌は各帖に自分
の題跋を併せ附している。『戲鴻堂法帖』に対しては、高い評価も批判も見られる。
　明沈德符『萬曆野獲編』によると、次のように評している。
董玄宰刻『戲鴻堂帖』、今日盛行、但急於告成、不甚精工、若以眞蹟對校、不啻河漢、其中
小楷有韓宗伯家『黃庭內景』數行、近來宇內法書當推此爲第一、而戲鴻所刻、幾并形似失
之、予後晤韓冑君詰其故、韓曰、董來借摹、予懼其不歸也、信手對臨百餘字以應之、并未
曾雙鉤及過朱、不意其遽入石也8）。
　董其昌の刻した『戲鴻堂帖』は、明代当時すでに人気があったが、急いで作成されたことか
 6）	 中田勇次郎編集『書道芸術』第八巻、「祝允明･文徴明･董其昌」、中央公論社、1976年、186頁。
 7）	 清 ·張廷玉《明史》卷九十八志第七十四、清乾隆武英殿刻本。
 8）	 明 ·沈德符『萬曆野獲編』卷二十六、清道光七年姚氏刻同治八年補修本。
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ら、絶対に精工なものとは言えないとされた。真蹟と対照すれば、さらに粗刻なものもあった。
法帖の内容は、韓冑の家蔵した『黄庭内景』数行が見えるが、真蹟と比べると、形がよく似て
いるがその精神がまったく失われていた。沈德符が韓冑に会いその原因を尋ね、韓は董其昌が
摹刻したと思って『黃庭內景』を借りに来て、返してくれないことを心配し、何も考えないで
百字ぐらい臨写し応対した。しかし、董其昌はその臨写した内容をそのまま『戲鴻堂帖』に刻
したのは意外のことであったことが伝えられている。
　清・王澍の『淳化秘閣法帖考正』における『戲鴻堂帖』に対する評価は次のようである。
董思白以平生所見眞跡勒成一十六卷、惜刻手粗惡、字字失眞、爲古今刻帖中第一惡札9）。
とあるように、『戲鴻堂帖』を刻帖の第一の悪札とする酷評を下している。
　容庚の『叢帖目』には客観的な評価が見られる。
此帖所収、不尽真蹟（中略）摹勒不精、自淳化已然、固不能独責戲鴻也10）。
　法帖の祖と称される『淳化閣帖』も凡て真蹟を収めていないし、摹勒が巧みではないといっ
た問題もあるため、単に『戲鴻堂帖』を責めることはできないと指摘した。
　『戲鴻堂帖』は上記のような幾つかの不備があるにもかかわらず、書学に優れた董其昌が豊富
な鑑賞力によって古代の書跡を取捨選択し、さらに多くの法帖の末尾に自らの跋語を附録した
ことで、後世に豊富な資料を提供することになったのである。董其昌自身が自己の書を人に示
すことによって、彼の書風や所蔵の豊富さも察知することができるのである。
三、董其昌の「専帖」について
　ここで法帖の分類について少し触れてみたい。玉村霽山の『法帖学』にはつぎのように指摘
されている。
法帖の種類としては「集帖」、「専帖」、「単帖」の別がある。集帖は叢帖、彙帖とも言われ
る。多くの人達の名跡を集刻したものである11）。
　前述した『戲鴻堂帖』のように、董其昌が古代の書跡を自ら鑑定、撰集し刊行したものは集
 9）	 清 ·王澍『淳化秘閣法帖考正』淳化祕閣法帖考正卷第十二、四部叢刊三編景清雍正本。
10）	 清 ·容庚『叢帖目』、中華書局、1980年、270頁。
11）	『日本書学大系』研究篇 6、玉村霽山著「法帖学」、同朋舎出版、1986年 4月、12頁。
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帖と呼ばれる。それに対して、個人の多くの筆跡を刻した帖を「専帖」12）という。後世の人々が
董其昌の書跡をもっぱら集めて集帖に刻したものは董其昌の「専帖」と称することができる。
そこで、容庚の『叢帖目』に基づいて、董其昌の「専帖」を整理し表一に示した。
　表一に示したように、董其昌の書跡を集めた彼の専帖は、数量では『戲鴻堂帖』よりはるか
に多いと言える。このことも董其昌が彼の生きていた明代や次代の清代の書道分野に与えた影
響を証明することができると言える。清・銭泳『履園叢話』に董其昌の専帖についての記録が
見える。
海寧陳氏刻玉煙堂帖二十四、又渤海藏真帖八卷、又取思翁最得意書、爲小玉煙堂帖四卷、
蓮華經七卷、他、如銅龍館帖、大来堂帖、来仲樓帖、鷦鷯館帖、以及涿古堂帖、董氏家藏
帖寶鼎齋帖、清暉閣帖、皆思翁一手書也13）。
　海寧陳氏の刻した『玉煙堂帖二十四巻』、又『渤海蔵真帖八巻』、董其昌の最も得意な書跡を
『小玉煙堂帖四巻』、『蓮華経七巻』、『如銅龍館帖』、『大来堂帖』、『来仲楼帖』、『鷦鷯館帖』及び
『涿古堂帖』として制作し、董氏の家蔵帖『寶鼎齋帖』、『清暉閣帖』は全て董其昌一人の書跡で
12）	 同上、13頁。
13）	 清 ･銭泳撰『履園叢話』上、中華書局、1979年、255頁。
帖　　名 製	作	年	代 刻　　者 巻　数
寶鼎斎法帖 萬暦37年（1609） 董其昌の子祖和撰集　呉之驥刻 六巻
書種堂帖 萬暦42年（1614） 姪孫董鎬摹勒 六巻
書種堂続帖 萬暦45年（1617） 姪孫董鎬摹勒 六巻
紅綬軒法帖 萬暦47年間（1619） 呉県陳鋸昌撰集 四巻
鹪鹩館帖 萬暦年間 呉県陳鋸昌摹刻 四巻
来仲楼法書 天啓 2年（1622） 姪孫董鎬勒成 十巻
延清堂帖 天啓 4年（1624） 呉県陳鋸昌撰集 六巻
汲古堂帖 崇禎 3年（1630） 呉泰裔摹 六巻
剣合斎帖 無年月 呉県陳鋸昌撰集 六巻
玉煙堂董帖 萬暦44年ー崇禎 3年（1616－1630） 海寧陳元瑞編次、上海呉朗摹刻 四巻
研盧帖 崇禎 4年（1631） 呉泰摹勒 六巻
銅龍館帖 未詳 楊継鵬 ·彦沖父審定 六巻
百石堂藏帖 康熙34年（1695） 蒲州賈鉝撰集、李世龍摹刻 十巻
清暉閣藏帖 未詳 未詳 十巻
傳經堂法帖 乾隆42年（1777） 呉県宋思敬撰集、呉門王鳳儀鐫 四巻
式好堂藏帖 乾隆年間 蒲城張士範撰集、古歙黃潤章鈎 四巻
如蘭館帖 嘉慶21年（1816） 宣州湯銘摹勒 四巻
表一　董其昌の専帖
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ある。
　それでは『戲鴻堂帖』と董其昌の専帖が、江戸時代の日本に輸入された状況はどのようであ
るかについては次節で述べたい。
四、『戲鴻堂帖』と董其昌の『専帖』の日本輸入について
　大庭脩氏の蒐集された『商舶載来書目』と『齎来書目』と『長崎会所取引諸帳』14）などによる
と、江戸時代の日本に輸入された『戲鴻堂帖』と董其昌の『専帖』の輸入数量は次の表二のよ
うになる。
　表二に示したように董其昌の刻帖『戲鴻堂帖』は11部、専帖の『玉煙堂帖』は18部、『清暉閣
藏帖』は48部輸入された。『清暉閣藏帖』は輸入部数が最も多い。
　容庚は、
『清暉閣藏帖十巻』、明董其昌書、刻人刻年不詳。帖名篆書15）。
と指摘し、張伯英は『法帖提要』において、
『清暉閣藏帖十巻』、明董其昌一人之書、不著刻者姓名。清暉閣為王翚之斎、晩年自号為清
暉老人、則此為石谷輯刻無疑也16）。
と述べるように、『清暉閣藏帖』は、王翚17）が董其昌一人の書を輯刻したものである。
　このように董其昌の刻帖『戲鴻堂帖』と董其昌の専帖が、江戸時代の日本に輸入されていた
14）	 大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』同朋舎出版、1984年 6月、239－739頁。
15）	 清 ·容庚『叢帖目』、中華書局、1980年、1265頁。
16）	 清 ·張伯英『法帖提要』、河北教育出版社、2006、61頁。
17）	 王翚は字が石谷、号が耕煙散人、清暉老人であり、江蘇常塾の人で、清代の有名な画家である。清 ·彭蘊
璨『歷代畫史彙傳』卷二十九、清道光刻本参照。
番号 分　類 帖　名 輸入部数 輸　入　時　期
1 董其昌の刻帖 『戲鴻堂帖』 11部 享保16年（1731）－安政 2年（1855）	
2
董其昌の専帖
『玉煙堂帖』 18部 享保 3年（1718）－嘉永 5年（1852）
3 『汲古堂帖』 3部 安永 9年（1780）－天明 6年（1786）
4 『百石堂藏帖』 8部 天明 2年（1782）－嘉永 2年（1849）
5 『清暉閣藏帖』 48部 寛政11年（1799）－安政 2年（1855）
表二　『戲鴻堂帖』と専帖が日本に輸入された状況
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 5号122
ことが明らかになった。これらの法帖が、現在の日本でどのように所蔵されているかについて
全国漢籍データベース18）を参考に整理したものが表三である。
　表三に示したように、『戲鴻堂帖』と『清暉閣藏帖』、『玉煙堂董帖』は現在日本の研究機関等
に所蔵されているが、『汲古堂帖』と『百石堂蔵帖』が日本に輸入された記録は見られたが、現
在のところ日本の各機構には所蔵されてないことがわかる。
五、董其昌に関する法帖の日本書家の受容について
　上記のように、董其昌が自ら撰集、刻した法帖の『戲鴻堂帖』と董其昌の書跡を蒐集した彼
の専帖が日本に輸入されたことが明らかになった。それでは、董其昌の書跡は日本の書道分野
にどのような影響を与えたかについて、中田勇次郎は、『日本書道史』において江戸時代の法帖
刊行の状況に触れている。
今、この両年間（宝暦、明和）の目録について、この頃に行われていた法帖を見ると、　　晋
の王義之、隋の智永、唐の玄宗、欧陽詢、李邕、顔真卿、張旭、懐素、宋の米芾、張即之、
元の趙孟頫、明の祝允明、文徴明、王寵、唐寅、姜立綱、董其昌、張瑞図が主要なもので
あるが、この中では、趙、祝、文、董の四家が圧倒的に多く、宝暦の書目には趙十四種、
祝七種、文五十一種、董十一種が載せられている。之を見ても元明の書がいかに流行して
18）	 京都大学漢字情報センターのデータベースを参照した。
帖　名 刊刻年 刊刻者 巻数 版本 所　蔵
『戲鴻堂帖』
明刊 董其昌摹勒 16冊 静嘉堂文庫
萬曆31年 董其昌輯模刻 16册	 拓本 東洋文庫
萬曆31年 董其昌	輯 16册 刻拓本 東大総
16册 館林市立	秋元文庫
明	董其昌	撰 16帖	 国会
淸	刊 16册 公文書館	内閣文庫
『清暉閣藏帖』
10帖 国会
水戶岩田氏咸章堂 10册 刻拓本	 東大総
水戶岩田氏咸章堂 5册 刻拓本 東大総
淸	刊 10册 静嘉堂文庫
淸	刊 10册 公文書館	内閣文庫
『玉煙堂董帖』
崇禎 3年 4册	 刻拓本 東大総
崇禎 3年 2册	 刻拓本 東大総
表三　『戲鴻堂帖』と董其昌の専帖の日本所蔵状況
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いたかが分かる19）。
　宝暦（1751－1763）、明和（1764－1771）両年間に日本に輸入された中国の集帖は、明代の作品
が最も多い。特に、文徴明と董其昌のものが相当的な割合を占めていたことは明らかである。
両者の書跡が、江戸時代における書道分野での人気の高さが察せられる。具体的に江戸時代の
どの書家が董其昌の書風から影響されたのであろうか。
　江戸時代の文化（1804－1817）、文政（1818－1829）年間になると、儒者を中心とした「唐様」
即ち中国文化が大いに流行した。その文化の中心の一つは江戸であり、もう一つは上方即ち現
在の京都や大阪である。江戸では、市河蘭台、寛斎父子ともに董其昌の書風から影響されたと
言われる。中田勇次郎によると、
江戸において市河寛斎（1749－1820）がその父とともに、細井広沢の流れを承けて、その
清麗にして雅潤な書風は董其昌の風神をよく学び、今までの儒者には見られない高雅な境
地にいたった20）。
とされるように、市河寛斎（1749－1820）即ち江戸末期「幕末三筆」の一人である市河米庵（1779
－1858）の父と祖父蘭台は両者ともに江戸中期の有名な書家である細井広沢（1658－1735）の流
れから出ていたが、彼等は董其昌に私淑し、一家の書風をなした。
　市河寛斎は、江戸中後期の儒学者と漢詩人で、名は世寧、字は子静・嘉祥である。初め父蘭
台につき、ついで、折衷学の関松窓21）、復古学の大内熊耳22）に学ぶ。著書に『日本詩紀』などが
ある。
　市河寛斎だけではなく、彼の子すなわち江戸末期の有名な書家である市河米庵もその著書『米
庵墨談』に董其昌の刻帖『戲鴻堂帖』を引用している。
今世流行ノ戲鴻堂帖、余所見凡三本アリ、京師福井家ノ蔵スル帖、其中ノ冠タリ、末ニ朱
字ヲ以テ刻スル跋アリ、云戲鴻堂帖乃董太史家所刻、初時紙墨搨工、各極其妙、四方争賞、
以高価購之、而不易得也、迄董太史督学楚中、董治者不得其人、徒取速就射利而已、一時
価亦頓減、今其刻、帰于余、余誠不知書、但可食董太史之声価、不敢軽墮壊之、務令紙墨
19）	 中田勇次郎編集『日本書道史』書道芸術、別巻第四、中央公論社、昭和52年、131頁。
20）	 同上、138頁。
21）	 關松窓、名は修齢、松窓は号、折衷学を主張。享和元年（1801）没、75歳。關儀一郎・關義直編『近世
漢學者傳記著述大事典　附系譜・年表』1943年 6月初版、琳琅閣書店・井上書店、1981年 7月第四版、280
－281頁。
22）	 大内熊耳、名は承祐、熊耳は号、安永五年（1776）没、80歳。關儀一郎・關義直編『近世漢學者傳記著
述大事典　附系譜・年表』99頁。
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搨工、悉還其旧、識者勿敢冀以賎値得之也、帖共十六巻、旧無目録、傳之遠方、或苦装裱
失次、為序於逐巻之首、其中或書分詞難於標題者、但摘首一句或数字両字為目、其旧有標
題者、則従其旧、丁未季秋用大斎主人識、帖在松江府城内東察院東王家衙内発売、未裱者
弐両一部、裱全者三両一部。
又一本ハ、友人所蔵、搨法甚佳ニシテ、毎巻末ニ破壊ノ文字ヲ加へン為ニ附刻スルモノア
リ、今此ニ一二ヲ挙ク、又一本ハ、流行新渡本ニテ、前ノ二本比レハ、翻刻殊ニ粗悪、臨
玩スルニ堪ヘス、元来戲鴻堂帖ハ摹刻搨三手倶ニ佳ナラサルモノニテ、善本トイヘトモ、
停雲ニ下ルコト数等ナリ、王虚舟論戲鴻堂帖云、董思白以平生所見真跡勒成ス一十六巻、
惜刻手粗悪、字字失真、為古今刻帖第一悪札ト、今ミル戲鴻堂帖ニノス、虞世南ノ汝南公
主帖ニ、董ノ自跋アリ、云虞永興汝南公主誌、帖中唯此本為手摹、出師頌是文寿承摹也ト、
コレヲミレハ、董ノ摹本ハ甚少ク、皆他人ノ摹ナリトミユ、宜哉ソノ悪札タルコト23）。
　市河米庵は『戲鴻堂帖』を三本も見ている。一本は京都福井家蔵のもので、末に朱字で刻さ
れた跋文が載せてられていた。跋語には『戲鴻堂帖』は董太史（董其昌）によって刻されたと
あった。最初は紙墨拓三方ともに極に巧みで、四方から争って高価で購入した。しかし、董太
史がその時楚中にて督学最中で、利を取るために人に速やかに作られたので、価格も一時に減
らすことに至った。今この刻帖が余のところに帰した。しかし、余が書を一切知らず、ただ、
董書の価値を聞いたことがある。敢えていたずらに壊させず、紙墨拓工を命じてことごとく旧
に帰させた。この帖は共に十六巻で、目録もなく、表装の目次が乱れていたので、巻の首に序
を附した。或いは書の一句や数字を適して目とする。標題があるものはその旧に従う。丁末季
秋、用大斎主人識す。この帖は松江府城内東察院東王家衙内にて発売され、表装されてないも
のが弐両一部、表装したものが三両一部と述べている。
　また一本は友人の所蔵で、拓法は甚だ佳にして、毎巻末に壊れた文字を加えないために、附
刻するものがある。また一本は流行新渡本で、前の両本と比べると、翻刻は殊に粗悪で、賞玩
するに堪えず。本来、『戲鴻堂帖』は摹·刻·搨ともに優れていて、善本といえども、文徴明の
『停雲館法帖』の下に属すると評した。
　市河米庵が見た『戲鴻堂帖』は、虞世南の『汝南公主帖』に董其昌の自跋が載せられていた。
「虞永興汝南公主誌、帖中唯此本為手摹、出師頌是文寿承摹也」と、董其昌の摹本が甚だ少な
く、ほぼ他人の摹刻であったため「悪札」と評されたことは想像できる。
　上述に示したように、市河米庵は自己所蔵ではない三本の『戲鴻堂帖』を過眼した。各々の
特徴を詳細に説明し、書道の学習者のために有名な法帖の鑑賞知識を示したと言える。
　中井董堂も江戸において董其昌の書風から影響を受けた一人である。中井董堂は、名は敬義、
23）	 西川寧編『日本書論集成』、第二巻、汲古書院、昭和53年 5月、78頁。
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号は董堂であり、江戸の人で、折衷学の山本北山（1752－1812）に学び、詩作を得意とし、書に
たくみであったとされる24）。
中井董堂（1758－1821）は、董其昌に心酔してみずから董堂と名乗ったほどの人で、その
書風は、董よりでてさらに洒脱をきわめ、また一風を成している25）。
とされるように、董其昌をもっぱら尊び、そして自分の号にさえにも董を加えた。董其昌の書
風を単に模倣するのではなく、その基礎の上に、自分なりの書風をなしたのであった。
　稲田篤信の「拙古堂日纂の研究―近世中期上方における明清書学書の受容26）」は、大坂の儒
者奥田松斎（1729－1807）が、『拙古堂日纂』と『拙古堂雑抄』に抄写した江戸時代の日本に輸
入された漢籍について述べている。『拙古堂日纂』と『拙古堂雑抄』は、奥田松斎が、明和から
享和にかけてのほぼ三十年間にわたり新渡の漢籍を読んで抄写したノート形式のものである27）。
稲田篤信によると、「『拙古堂日纂』と『拙古堂雑抄』には、当時の人気を反映しているためか、
書人の中では、董其昌（1555－1636）字は玄宰、号は思白、謚は文敏）に関わる注記が最も多
い28）」とされている。稲田篤信は、奥田松斎が董其昌の法帖、墨本、文集の章句、序跋を写した
ものと松斎の注記で参考になりそうな抄出記事を整理している。例えば、董其昌の『戲鴻堂法
書』の条には、「翰林院国史編修制誥購読官董其昌審定。以上戲鴻堂法書跋文抄。丙年七月。全
四帙十六帖。寛政四年壬子十月全照鈔大尾29）」という注記がある。『戲鴻堂法書』のほかには、
『玄妙観法帖』、『玉煙堂法帖』、『伝経堂法帖』、『書種堂帖』、『来仲楼法書』、『延清堂法帖』、『汲
古堂帖』及び『蒹葭堂法帖』に関した注記30）も見られることが指摘されている。
　以上の中で、『玄妙観法帖』を除いた凡ては董其昌の専帖である。董其昌の法帖以外に、『享
保以後大阪出版書籍目録』によれば、董其昌の『玄賞斎法帖』、『山居帖』といった単帖、画論
などが見られるとことが指摘されている31）。
　このような事例から知られるように、船載書のみならず市河米庵や奥田松斎の抄録を始めと
して、それらの著録する董其昌作品は極めて多く、董書の人気の高さのほどが伺われる。
24）	 關儀一郎・關義直編『近世漢學者傳記著述大事典　附系譜・年表』357頁。
25）	 中田勇次郎編集『日本書道史』書道芸術、別巻第四、中央公論社、昭和52年、131頁。
26）	 稲田篤信「拙古堂日纂の研究―近世中期上方における明清書学書の受容」、『日本漢文学研究』、第 3号、
2008年 3月、107－118頁。
27）	 多治比郁夫著『京阪文藝史料』、第一巻（日本漢学）、青裳堂書店、2004年、469頁参照。
28）	 稲田篤信「拙古堂日纂の研究―近世中期上方における明清書学書の受容」、『日本漢文学研究』、第 3号、
2008年 3月、112頁。
29）	 同上、112頁。
30）	 同上、112－114頁。
31）	 同上、115頁。
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おわりに
　董其昌は、明代書道分野での代表的な一人として生前からもその書名が天下にとどろいてい
た。清代に編纂された『明史』の列伝にも董其昌の名が海外にも及んだことが記されている。
清朝に入ると、さらに董其昌の書が康熙帝によって推賞され、清朝の正統的な書法として、文
人や士大夫の間で広がった。董其昌の書は江戸時代に長崎経由で舶載された法帖を通じて日本
に伝えられたことによって、日本の江戸時代の書風にも大いに影響を与えた。その影響を受け
た最も代表的な人物が市河寛斎である。市河寛斎の著述には、董其昌の刻帖『戲鴻堂帖』と彼
の専帖が日本に輸入された記録が明確に知られるのである。
　董其昌とともに明代の書道分野で人気を二分した人物に文徴明（1470－1559）がいる。中田勇
次郎が、文徴明の書が、江戸時代の長崎に伝わり、北島雪山32）（1646－1697）や細井広沢らによ
って広められて、日本近世における唐様書道の基礎となったことはあまりにも名高い33）と指摘
しているように、董其昌と同じように文徴明の書跡が、日本へ舶来され江戸時代の日本書道界
に対して影響を与えたとされる。そこで文徴明のどのような集帖が日本へ伝えられ、日本の書
道家が具体的にどのように受容したかについて別稿において論じたい。
32）	 北島雪山は江戸中期の書家で、熊本藩医の家に生まれ、青年時代に長崎で唐人から文徴明の書法を学ん
だと言われる。門人に細井広沢がいる。松山英麿「北島雪山（きたじませつざん）」、『日本歴史大辞典編集
委員会編『日本歴史大辞典』第三巻、河出書房新社、1971年12月、418頁参照。
33）	 中田勇次郎編集『書道芸術』第八巻「祝允明･文徴明･董其昌」中央公論社、昭和51年 1月、186頁。
